
二酸化炭素を砂漠に固定する
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食塩は工業面から魅力のある物質ではあろうが砂漠の

中の塩の山ではたちまちに二次公害を引き起こす.と

ころが自然はうまくしたものである.第4図に海水を

40℃で蒸発濃縮した時に溶存物質が析出してくる順序を

示した.すぐに海水から析出するのは問題の炭酸ガ

スを固定した炭酸カルツウムで海水の容積がはじめの

12房(比重1.19)に濃縮されるまで徐々に析出し続け

る.容積が19形(比重1･12)にまで濃縮された時こ

れまた大気汚染物質である硫酸を含む硫酸カルシウム

(上記の石膏)が析出を始める.問題のNaC1は炭酸ガ

ルシウムカミ析出し終る点でわずかに析出が始まる.

その時点ではCaC04も大半が析出を終っている.

したがって技術的には原海水の90老が蒸発した時海水

をまた海に返してやれぽ良いのである.地球温暖化の

元凶C02とSO｡はそれら自身が作りあげた砂漠に眠る

ことになる.

しかしこのシステムは自然の地球化学サイクルを利

用するものである.海水からの炭酸塩の除去と降水の

増加が大気中の二酸化炭素の増加減となって目に見乏

るのはその数十年先であろう.

最近中国で発見された新鉱床

岸本文男(元所員)
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新彊で12の鉱床生成帯を発見

中国の“第七次5ケ年計画"中の重要た科学技術研究

項目の一つ“305"項目はとくに新彊ウィｰグル族自治

区にLぼったものであるがこの項目での地質調査･鉱

床探査の分野でも次々に新しい前進がみられた.たと

えばこの2年間に合せて!2の鉱床生成帯が発見され

44の重点探査区の各範囲が明らかにされ8精査区の採

用が提起されたのである.

“305"項目での研究分野では全国に向けて参加を呼び

かけ全国の20の省･直轄市･自治区と地方からすでに

104の機関がこれに応じ同時に六つの国立及び地方の

科学研究機構と新彊ウィｰクノレ族自治区地質鉱産局との

協力共同関係が打ち立てられた.1,000名に近い専

門分野のさまざまた科学技術者が156班の研究隊を作り

111の研究課題に取組んだ.この大規模た科学研究陣

は新彊ウィｰグル族自治区の10の地方30の県｡市の広

大た地域に入って2年間に合せて12の鉱床生成帯を発

見したのである.そのうち6帝は金鉱床生成帯2

帝は水銀鉱床生成帯そして錫鉱床生成帯と鉛鉱床生成

帯･亜鉛鉱床生成帯･銅鉱床生成帯が各1帝である.

そして44の重点探査区のうち金鉱区が20銅鉱区が12

錫鉱区･鉛鉱区亜鉛鉱区がそれぞれ3鉱区たどでこ

れらの探査区で施工された探査試錐によってすでに17弁

が可採鉱体に逢着し試錐成功率は77%に達している.

試錐探査の結果として提起された8精査区のうち4区

が金3区が錫1区が参金属の鉱床精査区である.

最近“305"項目での第3次要求課題が全国に公開さ
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れた.この度の課題(20課題)は“第七次5ヶ年計画"

の後半3年間に展開される最終的た課題である.

陳閾(中国地質報1988･3･14)

河南省で超大型紅柱宿鉱床の発見

河南省地質鉱産局の第4地質調査隊は最近西峡県

の桑坪から軍馬河にかけての探査で一つの超大型紅柱石

鉱床の賦存を確認した､

この探査によって鉱床帯の延長が30㎞平均の幅が

500mであることが判った.鉱床は規模が大きく鉱

石の質が良いたとの特徴を備えている.第4地質調査

隊は鉱床帯中の優れた鉱床部分2鉱画をすでに区分し

そのうちの楊乃溝鉱画は重点調査中ですでに4-6体の

層状鉱体の区分と形態が明らかにたっている.その窮

一層状鉱体だけで紅柱石鉱の鉱量は4,000万tその紅

柱石畳は314万tに達しそれだげで大型紅柱石鉱床の

カテゴリｰに入る.

紅柱石は冶金の副原料とたるほか耐圧強度400kg/

cm2軟化温度1,600℃以上の焼成煉瓦製品の製造にト

使用される.また紅柱石を用いてムライトとムライ

煉瓦が製造できる.その耐火性と機械的強度は非常に

高い.推算によるとこの鉱床から年間1,000tのム

ライトが生産でき年間利益は200万元に達するはずで

ある.この鉱床帯産紅柱石の結晶は大きく結晶形態

は完全で不純物が少なく多くは半透明で宝石にす

ることができるものもある.

黄春如来玉禄(中国地質報1988.12.9)�



深刻化する地下水汚染
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特定の場所から汚染が進行しているのではなく地域全

体からいわぽ二次元的た広がりを持って汚染がジワ

ジワと拡大しているのですから面源汚染の代表例と言

えましょう.

点源汚染の汚染源を特定するのは比較的やさしい作

業です.環境汚染問題で一番大事たのは汚染源を特

定することではたく汚染物質をどのように取り除くか

たのです.もともと自然環境中に存在Lないトリクロ

ロエチレン等特定の化学物質が検出されるということ

はその物質が何等かの理由で突然発生(生成)したの

か人為的に負荷されたかいずれかしかありません.

したがって自然発生がなければ明らかに人為的な原

因によって自然環境中に放出されたと考えるのが当然

でしょう.ある地域でそのようた化学物質が検出され

れぼその発生源はそれを使用している(いた)場所し

か考えられません.

駄地下水汚染研究の課題

地下水汚染研究の本来の目的は汚染源の特定そのも

のではたくそれ以外の所にあると思います.

すたわち

①自然界に存在しない物質や地表起源の化学物質が

どのような経路を通ってた笹深層の地下水中で検出さ

れるのか(汚染機構の解明)

②深層にまで浸透した汚染物質が今後どのように拡散

するのか(拡散予測)

⑧汚染された帯水層から汚染物質を取り除く方法はある

のか(汚染物質除去法の検討)

④帯水層を汚染物質から守る方法はあるのか(汚染未然

防止策の検討)

⑤どのようた地形や地質が地下水汚染を受け易いかま

た土地利用との関係はどうか(汚染に対する脆さの評価)

だとが考えられます.

地質調査所では上記のような課題に対して主とし

て水文地質学的見地から解明することを意図し産業公

害特別研究r先端技術産業に係る環境汚染物質の拡散予

測とモニタリング手法の開発に関する研究｣を昭和63

(1988)年度より平成4(1992)年度までの5年計画で鋭

意実施しています(田口ほか1989).本研究の詳細につ

いては別の機会に改めて報告する予定です.

地下水汚染は汚染物質の多様化やそれらの物質の

帯水層内での挙動がますます複雑化していますので一

個人や一機関のみの研究だけではなかなか地下水汚染

解明は難しくたってきています.分野を異にする研究

者が積極的に協力しあって問題解決に向けて努力する

よう望むのは筆者一人では改いと思います.

参考文献

吉田文和(1989):rハイテク汚染』.岩波書店191p.

田口雄作はか(1989):先端技術産業に係る環境汚染物質の拡散

予測とモニタリング手法の開発に関する研究(I[)深

層地下水の汚染･拡散機構の解明･昭和63年度公

害特別研究報告集(通商産業省工業技術院産業公害

研究調整官)106-n-1～21.

最近中国で発見された新鉱床
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内蒙古赤峰市で大型珪拓鉱床

内蒙古自治区第2広域地質調査大隊は赤峰市教漢族の

四家子鎮で大型珪石鉱床を発見した.この鉱床は震旦

系常州溝累層の石英岩中に賦存する.震旦系はこの地

域における珪石の主要探査層準で採取試料の分析結果

によれば鉱石のSi02平均含有率は98ガ以上不純物

も有害成分も規準値以下質はガラス特級珪石煉瓦

フェロシリコンフラックスシルミン結晶シリコン

次どの原料としての工業規格を満たしている.

この鉱床の地表露出面積は比較的広くその一部の鉱
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画を評価しただけでも鉱量は1,000万t以上でしかも

採掘しやすく比較的高い経済価値を備えている.

宋江(中国地質報1989･1･2)

勝利油田で初の硫黄層

近年華北油田探査第4公司は勝利油田の河口採油指

揮部の要請によって精密深部試錐を実施L沙河街の沙

4区で厚さ15mの硫黄層を発見した.その賦存深度は

2,879-2,894mで硫黄は角礫化岩中に分布しその含

有品位は65-70劣最高90形に達し硫黄の質は高く�
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魚卵状構造を呈しその魚卵状体の直径は1-2mm大

きいもので3-5mmである.勝利油田としてはこの

ようた厚い純度の高い硫黄層が発見されたのは初めて

のことである.

李杜光白克忠(中国地質報1988.7.1)

龍月山ドロマイト鉱床の発見

湖北省大冶県の龍月山地区で最近大量のドロマイ

トの存在が確認された.

ドロマイトは用途が広く冶金化学工業建材だと

多くの工業分野で必要た原料資源である.地質部門の

差し当たっての計算によると大冶県龍月山地区のドロ

マイトの鉱量は少なくとも900万t以上でドロマイト

の工業規格のどれも一級規格に達しとくにマグネシウ

ム含有率は平均21.4%で当該工業規格をはるかに越え

ている.

肖百順(中国地質報1988.12.19)

柴達木盆地で大型天青石鉱床

青海省地質鉱産局の第9地質大隊は近年柴達木盆

地の西部地区で大型天青石鉱床を探査･発見Lた.

この鉱床は鉱床田というべきもので4鉱床からなり

その分布面積は50km2である.本年この鉱床田の

一部の地区で溝掘などの探査が行われただげであるが

すでに確認された鉱床は大型の範晴に入り鉱床田全体

の有望性が示唆されている.この確認鉱床は現在の

中国における最大級の天青石産地の一つにたり得るもの

と思われる.

化学分析の結果によると鉱石のSrSO｡含有率は一

般に30-50房前後である.二次鉱石での最高品位は90

形を越えている.鉱体の賦存深度が浅く採掘しやす

く交通も便である.蛍光機器工業の炭酸ストロンチ

ウムに対する需要を満たすため来年青海省地質鉱産

局の第5地質大隊がこの鉱床田に対する探査を継続し

鉱量の拡大に努めることにたっている.

河南省で発見された定宿37種

中国平原の大地は宝石･準宝石資源カミ豊富ですでに

発見されたものは37種鉱床は60余ケ所である.

河南省の宝石･準宝石の採掘と加工の歴史は長くす

でに漢の時代にはかなり盛んになっていた.新中国の

成立後とくにこの数年で発展してきた.統計による

と現在すでに河南省で発見されている宝石･準宝石は

37種類でそのうち宝石は7種準宝石が23種飾石が

7種である.これらの宝石･準宝石の中にも特にダ

イヤモンド電気石アクアマリン狭山玉(一種の二

次石英色が輩翠に類似)密玉(一種の二次石英色が黄色

たいし黄褐色)水晶號珀漢白玉(純白の大理石)菊

花石薔薇色石英が注目を集めている.またその中で

もとくに狭山玉は豊富さをもって全中国に知れわたっ

ている.南陽県と密県で宝石と準宝石を採掘･加工し

ている業者は次第に増えておりかなりの量の宝石と準

宝石の製品が内外に販売されている.

関係資料によると河南省の宝石･準宝石資源は品種

が比較的多いがそのわりには産地が集中し主として

省の西部･西南部･北部一帯に分布する.そして一般

に品質が優れ採掘カミ容易という特徴を備えている.

現状での問題点は開発･利用の程度が低いことで現在

開発･利用されている鉱床は全鉱床の半分にも満たな

い.さらに開発方式と開発技術が立ち後れているため

この資源の浪費現象はかたりひどい.一つの地区では

準宝石カミｰ般の建築材料にたけ使われている.惜しま

ねぱたらないことである.

衰可林(中国地質報1988･12-19)

女峰(中国地質報1988.12･19)

新江省で発見された犬型合カリ明磐石鉱床

断江省蒼陽県(もと平陽県)磐山明磐石鉱床区の水尾

山鉱区における浅部地質調査･鉱床探査報告が先月中旬

全国鉱量委員会の審査･検収を通過した.

馨山は昔から“馨都"(アルミナの都)の名があり合カ

リ明磐石鉱床5鉱床からなる.その鉱床は破壊火山口

構造部にあって火山性堆積層準観制鉱床に属L鉱層

の数が多くその層厚が厚く品位が高く鉱量が大き

い.今回の審査を受けた浅部地質調査･鉱床探査報告

によると水尾山鉱区の浅部に大型合カリ明磐石鉱床が

賦存し水理地質条件と土木地質条件が単純で開発し

やすい.この鉱床の開発は温州の年産10万tのカリ

肥料工場に多量の原料を供給Lようとするものである1

そのことは中国におけるカリ肥料不足の局面の緩和に役

立つはずである.

王維福(中国地質報1988･12･19)
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